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1．研究目的 

1970年代以降、霞ヶ浦湖岸では稲作の生産調整政策
と転作奨励金の交付に伴って水田から蓮田への転換

が起こり蓮根作付面積が拡大した。現在、霞ヶ浦湖

岸で栽培された蓮根は全国の蓮根の３割を占める。

しかし近年では霞ヶ浦湖岸に飛来する鴨が増加し、

対策として蓮田に鳥除けネットが設置されている。

本研究では、蓮根栽培地域内、住宅地内、稲作地域

内の蓮田と鳥除けネットの分布から、周辺の状況を

踏まえた蓮田の管理方法を考察する。 
2．対象地域 

対象とする真鍋は旧水戸海道（現 R354）沿いにある。
真鍋を東西に貫く県道 344 号沿いにはロードサイド
ショップが並ぶが、通りの北側には蓮田や蓮田を埋

め立てて建てたと思われるアパートが林立する。ま

た、真鍋の東側に接する木田余は現在も蓮根栽培が

盛んな地域であるが、真鍋の西側に接する殿里では

水田が広がる。すなわち、真鍋は蓮根栽培地域と稲

作地域の中間にあり、宅地開発が進んだ地域である。 
3．調査方法 

鳥除けネットは水田ごとあるいは水田の一部に設置

されるが、住宅地図では蓮田と稲作用の水田との区

別がなく、また田と田の境界が曖昧である。①これ

らを明確に示すため GPS を用いて水田の区画ごと
にウェイポイントを取得した。②蓮の有無を記録し

た。③鳥除けネットの有無および鳥除けネットを設

置するためのポールの有無を記録した。 

4．結果 

①蓮田は真鍋の東部（真鍋新町）に 10か所、中央部
（東真鍋町・真鍋三丁目・真鍋一丁目）に 16か所、
西部（西真鍋町・真鍋二丁目）に６か所分布してい

た。②蓮根が残る水田は東部３か所、中央部３か所、

西部４か所であった。③鳥除けネットは中央部１か

所、西部２か所であった。鳥除けネットを設置する

ためのポールは東部０か所、中央部８か所、西部２

か所であった。 
5．考察 

①真鍋の東部（蓮根栽培地域内）の蓮田では鳥除け

ネットおよびポールがない。線路に近いためと考え

られる。②中央部（住宅地内）では鳥除けネットお

よびポールの設置個所が多い。車通りが少ないため

鴨が飛来しやすく、また住宅地の合間にあるのでゴ

ミ除けも兼ねる。③西部（稲作地域内）では車通り

が少ないうえ、区画が広く水田の合間にあって鴨が

飛来しやすいためネットおよびポールの設置個所が

多い。 
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